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Study of a radio communication IoT system for efficient control of water snow-melting
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	１．まえがき
	２．研究開発内容及び成果
	図2無線河川水位計は、地域に点在する散水融雪設備付近に中小河川が流れている状況が多く、本研究開発で構築する無線ネットワークを利用して、河川水位情報をリアルタイムに伝送し防災情報に利用するものである。装置概要は、特定小電力無線装置、マイコン制御基板、バッテリー、超音波式水位計を樹脂筐体に収納し、ソーラー電源で稼働するシステムとした。
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取組
	次年度以降の展開としては、遠隔制御されていない自治体の散水融雪設備に対して、試験的導入を計画している。
	この場合、数カ所の散水融雪設備に対して高性能路面状況センサー1台を導入し、一括グループ制御を行なうと効率的である。路面状況センサーは、当社が開発したロードアイを使用して制御することによって、簡易降雪センサーによる制御に比べ、散水では70％の節水、ロードヒーティング（RH）では50％の節電を達成した実績がある。
	４．むすび
	また、今回開発した無線中継装置を山頂や高台、ビルの屋上に設置した場合、この中継装置を拠点とした防災ネットワークとしての活用ができる。国が管理する一級河川は水位情報が公開されているが、その支流にあたる地域に流れる中小河川には水位情報が少ない現状がある。今回開発した河川水位計は、容易に橋の欄干に取付可能なので、地域の中小河川に導入して計測データを中継装置経由で中央管理に送れば防災情報ネットワークとしての利用が可能と考える。

